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就学における障害のある子どもへの付き添いの多義性
―母親のナラティブ―

栗田季佳（三重大学）

キーワード：障害児，差別，合理的配慮

問題と目的

日本の公教育は，基本的に平均的な身体や発達

の子どもを前提としており，その規範に当てはま

らない子どもの就学においては様々な不適合が生

じる場合がある。障害のある子どもの就学におけ

る不適合を補完するために，戦前から保護者等の

付き添いが求められてきた（松本 ）。

障害のある子どもにのみ保護者等の付き添いが

求められることは重大な人権課題であるが，報告

もほとんどなく未だ解消されていない。そこには

制度的欠陥のみでなく付き添いを合理化する心理

が働いていると考えられる。本研究は，付き添い

に関する母親のナラティブから，付き添いの発生・

維持に生じる相互行為からその心理を検討する。

方 法

本発表では小学校における終日の付き添い経験

のある 名の語りを報告する。語りは斜体とし，

筆者による補足は（）とした。

結果と考察

Ａさんは，肢体不自由の男性の母親である。障

害のある子も地域で育つのが当たり前であるとし

て，地域の普通学級への就学を決意した。しかし

ながら，就学指導委員および学校の態度は堅く閉

ざされており，何度も交渉を行う。入学直前とな

っても話がまとまらず，介助員が見つかるまでと

いう前提で「協力」を承諾した。

Ａ：入学式の前々日ぐらいまで。話し合いが続
くわけです。話し合いじゃないですよ。これは話
し合いと書いてあるけど話し合いじゃないです。
説得・・・何しろ養護学校へ行けっていう説得が
ずうっと続くわけですね。入学式の 日ぐらい前
になって こっちはほら切羽詰るわけじゃない。入
学できないんじゃないかって。なので ， ヶ月か
かるからお母さんやってくれないかって言われて，
仕方なくじゃあそれだったらっていうわけですよ。
でそれがもうね 年付くってなっちゃってました。

実際に介助員は数年後に配置されたがそれ以降

もＡさんの付き添いは６年間外れることはなかっ

た。このことを踏まえると，学校側は付き添い解

消のためにやむを得ず「協力」を要請したのでは

なく，介助の担い手を親に維持させるために「協

力」という多義的な表現を用いたと考えられる。

Ａ：母親だったら（付いていくべき）って言わ
れましたけど。

Ａ：ここに来る子じゃないって根底がこの中に
含まれてるんですよ。

Ａ：この子は言葉が喋れないからっていう理由
です。何が起きるかわからないって言うんだから
ね。

Ａさんが教員や保護者から受けたこれらの発言

より，愛情規範（岡原 ），学級集団からの排

除，不可解なものとしての障害観によって，障害

のある子どもへの親の付き添いが正当化されてい

ることが伺える。

Ｂさんは，自閉症の男性の母親である。判定は

普通学級ではなかったが，特別支援学級がなく普

通学級に入ることとなった。終日の付き添い期間

はおよそ１年間である。以下は付き添いの話題が

生じた時の語りである。

Ｂ：小学校１年生入るときに，その時はまあ軽
度かなと言われていて普通学級に入ることになっ
たんです。特別学級じゃなくて普通学級に入って，
入れてもらったんですけども，その時にやっぱり
あのー何を急にするかわからない。やっぱしね，
人の邪魔をするのは分かってるので，なので，お
母さん 日いてくださいと言われてお昼を持って
廊下に椅子を置いてもらって朝から 限の終わる
までずーっといて。

判定の結果が普通学級に入ることへの負い目を

もたらす可能性が示唆された。またこの語りから

は，Ｂさん自身の視点と教師の視点が交錯してお

り，障害のある子どもへの周囲のまなざしが内面

化されていることが伺える。

Ｂさんは付き添いが「ほんっとにしんどかった」

という一方で，次のように語った。

Ｂ：でも今思うと，子供の他の子達のこともい
っぱい見れたし。こういう時おばちゃんどうした
らいいの？って，私の子どもと接する時に，おば
ちゃん，これどうしたらええの？わからん教えて
って言われたら，こういう時はこうしてこうして
くれる？って言ったら分かったって。そういう感
じで。（中略）先生も付き添いしとる私がえらそう
な顔見てもらってるので。お母さんえらいやろな
あってわかってもらえるし。そこでこう休み時間
に先生と色々話ししたりとか。密にできるってい
う面ではいいのかなと。

Ｂさんは付き添う中で教師や子供と関係を深め，

付き添いの経験を再構成していた。
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中学生における特別な支援ニーズは親への愛着に対して
関連・影響はあるのか？

○三浦巧也（東京農工大学） 杉岡千宏（東京学芸大学大学院）
日下虎太朗（東京学芸大学大学院） 橋本創一（東京学芸大学）

キーワード：特別な支援ニーズ，愛着，中学生

目 的

特別な支援ニーズのある子どもの愛着形成が，他

の子ども達よりも遅れ，また，質的に異なることが，

様々な研究より指摘されている。そこで本研究では，

中学生における特別な支援ニーズについて，親への

愛着との関連性や影響を把握することを目的とした。 
方 法

調査期間：2019 年 4 月に実施した。 
調査協力者：私立中学 1 年生を調査協力者とした。

本研究では，欠損値を除く男子 109 名（73.2%），女

子 40 名（26.8%），合計 149 名のデータを用いた。

調査用紙配布時に本研究の趣旨と個人情報の取り扱

い等を説明し，回答をもって同意を得た。 
質問項目：特別な支援ニーズについては，発達的修

学困難チェックシート 10 項目版（松下・福盛・一

宮，2014）を採用した。このチェックシートは，「友

人関係を築くことの困難さ」と「修学上の不器用さ」

の 2 因子から構成されている。そうではない（0），
どちらかと言えばそうではない（1），どちらかと言

えばそうである（2），そうである（3）の 4 件法で

たずねた。この尺度は，得点が高いほど困難の度合

いが高いことが示される。愛着については，生徒が

認知する「親への愛着」因子 13 項目（西野・氏家・

二宮・五十嵐・井上・山本，2009）を採用した。か

なりある（0），すこしある（1），あまりない（2），
まったくない（3）の 4 件法でたずねた。この尺度

は，得点が高いほど親への愛着を抱きにくいことが

示される。なお，全ての項目について，調査協力者

の中学生が理解できるように文意を変えずに修正を

施した。 
分析方法：修学上の困難さと親への愛着との関係性

および因果関係を把握するため，相関分析と重回帰

分析を行った。なお，性別ごとの分析も行った。 
結 果

相関分析の結果：「修学上の不器用さ」因子について，

「親への愛着」因子に正の低相関がみられた（γ＝
0.29,p<0.01）。性別ごとに分析した結果，男子では

γ＝0.24（p<0.05），女子では γ＝0.38（p<0.05）と

いう値となり正の低相関がみられた。「友人関係を築

くことの困難さ」因子について，「親への愛着」因子

に正の低相関がみられた（γ＝0.25,p<0.01）。性別ご

とに分析した結果，男子では γ＝0.25（p<0.05），女

子では γ＝0.22（n.s.）という値となり男子のみ正の

低相関がみられた。「修学総合的困難さ」因子と，「親

への愛着」因子（γ＝0.36,p<0.01）に正の低相関が

みられた。性別ごとに分析した結果，男子では γ＝
0.28 （p<0.01），女子では γ＝0.33（p<0.05）とい

う値となり正の低相関がみられた。 
重回帰分析の結果：重回帰分析の結果，R2は 0.09，
0.1％水準で有意であった。標準偏回帰係数をみると，

「修学上の不器用さ」因子が正の有意な値（β＝
0.22,p<0.05）となっている。「友人関係を築くこと

の困難さ」因子（β＝0.11,n.s.）は有意な値ではなか

った。したがって，修学上の不器用さを感じている

生徒ほど，親への愛着を認識することが難しいこと

が示された。性別ごとに分析した結果，男子におけ

る重回帰分析の結果，R2は 0.07，5％水準で有意で

あった。標準偏回帰係数をみると，「修学上の不器用

さ」因子が正の有意な値（β＝0.14,n.s.），「友人関係

を築くことの困難さ」因子（β＝0.15,n.s.）となり，

有意な値ではなかった。女子における重回帰分析の

結果，R2は 0.15，10％水準で有意な傾向を示した。

標準偏回帰係数をみると，「修学上の不器用さ」因子

が正の有意な値（β＝0.37,p<0.05）となっている。

「友人関係を築くことの困難さ」因子（β＝0.03,n.s.）
は有意な値ではなかった。したがって，修学上の不

器用さを感じている女子生徒ほど，親への愛着を認

識することが難しいことが示された。 
考 察

特別な支援ニーズを強く認識するほど，親に対す

る愛着を抱くことが難しいという傾向が推測された。

また，友人関係を築くことへの難しさを認識してい

る男子ほど，親への愛着を抱くことが難しいことも

推測された。一方で，女子は男子よりも，修学上の

不器用さと親への愛着の認識との関連性がやや強い

ことが示唆された。加えて，修学上における不器用

さを強く認識することが，親への愛着を抱くことに

影響を及ぼしていることも推測された。不器用さは

目に見える困難さであるため，周囲（特に身近な他

者である親等）から指摘を受けやすいことから，他

者からの基本的信頼感や愛着を認識しにくい自己へ

と成長してしまう可能性が推察される。本研究では

算出された係数が低い値が多かったた。今後は，特

別な支援ニーズと愛着に関連がみられる自尊感情や

自己肯定感等の要因を考慮した分析を実施するとと

もに，思春期における特別な支援ニーズのある生徒

の特性と愛着形成に関する理解と，支援方法の確立

が期待される。
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